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英仏両国における海洋地質調査研究活動の現状

その2

フフンス

I体制一CX麺.X.O｡の役割1)

現在フランスにおいて海洋地質の調査や研究は

大学･政府所属の研究機関によって活発に進められてお

りその調査技術の水準はか在り高いものがある.ふ

りかえってみると1960年代半ば興までこれらの調査

研究はそれぞれの機関の目的に席じて個別的に小規模

に行たわれてきたのであってこれらの活動が有機的な

つなカミりをもって大規模た調査を実施するということ

はほとんどみられなかった.これらの活動をあつめ

て国家的に効率よく調査研究を大規模に展開する方向

かう雲れたのは国立海洋開発毛カｰ略称C.N.旭.X.O.

(CentreN&tiona1p㎝rrExp王〇三宅a亡i㎝deOcξa鵬)の誕

生以来である.C.N且XO･は海洋開発の重要性にも

とづいて政府カミフランス全体の海洋開発を総合的1効率

的に促進するために1967年夏月の法律で科学技術研究

総務庁に設置した総理大臣直属の機関である.この機

関の運営は一般の科学者1技術者･研究所長1軍需省

試験部長1法律委員のほか外務曲軍需1大蔵･文部｡科

学研究曲装備曲通産の各省委員からなる最高会議によっ

てなされている､GN豆X.O.の使命は海洋に関する

知識の蓄積および海洋資源開発のための調査研究の

強力な推進にある｡主要業務は

1)政府研究機関の調査･研究計画の調整

2)国際協力の方針および国際協定に関する検討

3)研究計画の策定

4)研究用大型共用施設の管理と施設の研究機関への

供与

5)研究者曲技術者の養成

6)内外の海洋庸報の収集屈解析

である.C.N.E.X.O.の重要施策として次の5項目の

大綱が示される.

!)海洋生物の開発

2)鉱物･燃料資源の開発

3)大陸棚の調査研究

4)海洋汚染問題

5)海洋･気象の相互作用

計画の実施にあたってC･N且X･O･は予算を大学そ

の他の研究機関に配分し船舶や施設を提供して計画

井上英二

にもとづいた調査研究を推進しているがさらにC.NE.

X･O･自身もフランス西部のブレストにブルタｰニュ総

合海洋研究所(一部未完成)を所有し他の研究機関と

協同で調査研究活動や情報収集を行たっている.

並大陸棚地質調査計画2)

さきにあげた重要施策にのっと讐王969年C.N.蕊XO｡

とフランス地質鉱物研究院B.R.G.M.はフランス周辺

の大陸棚の基礎的地質調査を実施する具体的計画を樹て

た.この計画の目標はフランス周辺大陸棚全域(一

部に大陸斜面から深海部が含凄れる)の10万分の1お

よび25万分の1縮尺の各種図面をδ年闘で僚成するとい

うものである.この計圃に参カ叱で実際の調査研究に

あたるのは上記且見G肱恋どの政府研究機関と大学

であり調査結果を総括し公表するの絃遷廿盈｡G,M.が

中心となっておこなうたて塞党紀なっている.CN.E.

X.O.はこれらの機関に予算や施設供与の面から援助を

与える.

成果図

調査結果は10万分の夏凄たは25万分の互の表層堆積度1

･地質図および地質構造図の3種の関に裏をめられる宮

10万分の1の図は沿岸部に25万分の王の図は沖合ぽ対

して作成される.

表層堆積図:堆積物の粒度別分布･堆積物拶堀厚1雌積

物中の炭酸塩の含有量変化分布曲生物相分布(たとえばカキ･

腕雇員･海藻･有孔虫の分布など)･露出岩の性質などを表

現した図でありさらに海･潮流の方向や速さをも記入してい

る.これら諸要目の表現プノ法はB.R.G.M､が作成した基準

によって統一されている.

地質i刻:海底下の地質を表現するために表層堆横物を除

去してえがかれた図である､現在海底地質図作成の調査の

進捗状況は表層堆積闘に比較してかなり遅れているがそ

の理由は地質図の作成には必然的に深部物理探査と海底試

錐が調査の中心となるためである.

構造凶:これは大陸斜箇から深海底につながる海域につ

いて作成される25万分の1縮尺の図である.主として深部物

探記録にもとづいて作成される力草地層層序･時代的要素を図

にもりこむためにはかなり大がかりな試錐が不可欠であるの

で相当の作成費を必要とする.�
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いては工O万分の1表層堆積図が工970年に出版されてお
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の調査は英仏海峡東部ド1ウェサン神グレナン離

島南部で現在実施中である.

血お毛な研究活動機関

予.政府の研究機関

脇.ブルタｰニュ海洋研究所(CentreOcるan0･

王｡giquedeBretagne)

この研究所はC.N.E.X.O｡に属する総合的海洋研究所

でブノレタｰニュ半島西端の軍港で名高いブレストに.

建設されつつある､現在生物地質部門その他一部

の施設が完成しすでに研究活動を開始しているが数

年後に全施設の建設が完了したあかつきには海洋総合

情報センタｰを含む最新鋭の各種研究施設や大型の共用

実験施設を有するフランス随一の海洋研究所が誕生する

であろう.なおフランスの代表的総合海洋調査船ジ

ャン1シャルコｰ号は同研究所の管理下にあって根

遡地をブレスト港においている.

地質研究部門はG.PAU?oT博士以下10名の地質研究

者と地球物理研究者からたっている.1970年には北極

＼｡

＼･w･へ

錦1歯フランスロ)おもな海洋地質関係σ)倣究所

海の地球物理研究地中海における深部試錐および南太

平洋タヒチ島付近のマンガン団塊調査を実施した,北

極海ではアイスランドからグシｰンランド北端にかけ

て200個のソノブイを用いて屈折法地震探査(フンク

ソテイル)を実施した.

同研究所の海洋総合情報センタｰの施設は未完成であ

るがB･R･G･M･から同所へ出向した地質研究者によっ

て海洋地質庸報め収集と情報処理1解析のプログラ

写真①ブレスト郊外1こ懲瀞1ゆブルタｰニュ海洋醐究所(C･N･E･X･O.)

塚真(珍ブ〃タｰニュ海洋概究所事磁力吸物締むこうが地質部�
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策2図B見G.M｡地質鉱物研究院の組織(1蜘年隆)
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ある｡産業省に所属しエネルギｰ資源を

除くほかのすべての地下資源の探査と開発に

関する研究を行なうことを使命として

b.地質鉱物研衆院(遍.R.G.M.BureaudeRech-

erchesG6o1ogiquesetMiniさres)

最近までB凸R鳥肌の海洋地質調査活動はけっし

て活発だったとはいえない.しかしC･NE･X･O･の重

要施策に海底鉱物資源の開発が大きくとりあげられて以

来致瓦G肱本来の使命と機能とからみて必然的に

海洋地質調査活動の中心的立場におかれるように扱った.

澄.頁｡G､阪ポ今後海洋地質調査に果たす役割は急速

に増大するものとみられるので少し詳しく紹介したい.

昆.R£.肌は1959年に海外フランス鉱山局地質･

地球物理一鉱山調査所アルジェ鉱物調査所ギアナ鉱

山局およびフランス地質図局が合併してできたもので

�
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フランス地質図幅の作成

地質に関する基礎研究と情報収集

蜘⊥い鉱床の研究と探査および開発

水資源の調査研究

土木地質

国際技術協力

を主要業務としている.

わカ掴では一般にB.R,GMをたんに地

質調査所としているむきもあるが&見G孤

はわが国の地質調査所と探鉱事業団を兼ね

併せたような性格をもっておりその予算に

は産業省からの予算のほかに事業による

収益費も含まれている､B.R.G.M.は第

2図に示すように鉱山海外調査所(D.R.M.E.)

と国内地質調査所(D.S.GN)から構成されており国家

計画にもとづく海洋地質調査を担当するのは後者である.

国内地質調査所(DirectionduService.9る｡log三que

natiOna1)罧〕はかって本局と1同様にバリにあったが

1965年にバリの南約100kmのわレレアン郊外の研究団

地に移転を開始し1969年末には全施設の移転を完了し

た.現在同所は他の研究所とともに古城に密む

ロワｰル河流域の田園の一角(敷地33岳000疵2)を占めて

いる.このほかボノレドｰリヨンだと全国各地に至2

の出張所がある.同所の総人員は研究者:30五名技

術者223名をふくむ697名である.蝸9年度の総予算

4,830万フラン(約31.4億円)これに加えてCNEXα

からの海洋関係の予算が60万フラン(約3,90む万円)で

写輿③泳〃レアン郊然のB.R,G.脳.の窪瞭写糞

=秀真硲遍.R.G.M.�
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いて能率的かつ大盤に行なわれる皇

海洋地質調査活動

関係部課:同所にはまだ海洋地質部といったよ

うな専門の部課はたく海洋地質業務を主として実施し

ているのは地質図幅一般地質部物理化学探査部実

験部である.

業務と活動:i)全フランス大陸棚および海底

地質に関する情報の収集と解析すでにのべたように

鉱物コｰド部の地質研究者2名がC･N･EX･O･のブノレタ

ｰニユ海洋研究所に山向し国内の全研究機関を巡回し

て海洋地質に関するすべての情報を収集するとともに

嗣捌;究所にちがく設置される大型電算機にかけるべく

情報処理のプログラミングを行なっている.

i至)大学その他の研究機関の海洋地質活動の調整お

よびこれら¢)調査結果のまとめと大陸棚図幅の刊行･

この業務は主として地質図幅課の3～遂名の地質研究

者によって実施されている｡現在彼等が取り組んで

いる仕事は各実施研究機関の調査に規準を与えること

すなわちできあがった表層堆積図に精度や表現上の差

がないようにするため表現方法の統∴堆積粒度や炭

酸塩含有量のカテゴり一の統一などを研究している.

また粒度分析や各種分析の結果をすべて電算機で処理

畠解析し将来は自動図化によって作図できるようプ

ログラミングを行たっている｡

iii)大陸棚図幅調査および海底鉱物資源調査の実施.

地質図幅部と物理化学探査部の各数名の研究者によって

実施される.調査はC,N.EXαや海軍所属の調査船

を利用しあるいは大学の海洋地質調査に参加したりし

て行なわれている｡しかし専用の

6.フランス石油研究所(互.亙.炉､InstitutFrangais

du脇･ole)

この研究所は石油の探査とその技術水準の高さによ

りわが国でもI.F.P､の略称でよく知られている.海

洋地質調査の分野でもざん新た方式とすぐれた技術を

駆使しての物理探査機器や海底試錐機の開発は非常に

高く評価されている.I･F-P･は産業省に属し石油産

業の発展に科学技脩面から資することを目的として19

49年に政府によって設立された､予算は石油一ガス

税の収入受託調葦請負費および特許料によって裏かな

われている(1969年度の総予算五億11､柳)万フ予ソｰ約

107億円一うち27%が特許料による収入でありた八

研究所を構成する人員は管理者1主任研究者δ犯名

技術者88基名補助職員等236名である･I･F王の本

所はパリ郊外のルエイルｰマルメゾンにあって27工一

カｰの敷地に本部探査生産部中火科学部工業開発

部海外部および上級石油学校の諸施設がある｡付

属施設としてグルノｰブルに基礎化学物理研究所ロ

ｰヌ1アルプスのソレｰズに工業開発研究センタｰビ

スケぞ湾のヴェルドンと地中梅のホｰルドボｰクに海洋

試験所がある.

遮二珪地質｣活｣勲1地質部門は榊名の棚:究者を有

しこれまでサハラ砂漠の基礎調査および大陸棚の石漁

探査に実績を重ねてきたが魏在はビスケイ湾地中海

アフリカ象牙海樺沖の大陸斜面から深海底の深部構造の

調査を行たって将来の石油資源開発に基礎資料を鍵映

している20〕24).

物探.機器開発:物深部門はサイ1∴スキャン

調査船をもたないことは本格的た調

査を展開するのに大きな障害をたるの

至.災.㌘､(ツシンス:斧f言i11猟究移〒)�
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ソナｰの性能向上と解析法を研究して成果をあげつつあ

る29).数年前地震探査用の強力かつ海中生物に損傷

を与えない音源としてフレクソティノレを開発しフラン

スの地震探査に盛んに使用されているが最近水圧を

利用した新音源フレキシショックの開発を行なった.

物探記録のディジタノレ解析の改良についても大き恋成果

をあげている.また海底面の記録や空中写真の構造

傾向解析用としてレｰザｰによるオプティカル1フィ

ルタｰの研究が進んでいる30〕.

海底試料採取:試錐部門は10年前ロット

の代りに屈曲自在た特殊構造のホｰスを使用して船上

から海底を掘さくするフレクソドリル方式を開発した

31)32〕.この方法によって2年前カスピ海で水深900

m昨年夏は地中海で水深2章500mの海底からそれぞ

れ岩石コアの採取に成功している｡現在同方式で稼

動水深4,000m｡の掘さくをめざして改良中である.

d.海鈴科学技術研究所(O.R.S.T.O.M.O脆｡e

〔le姑RechercheScie敏i的ueetTechn三queOute卜Mer)

海外における科学技術全般にわたって基礎的調査研

究を行なう機関である､海洋地質研究者は約20名太

平洋ニュｰカレドニアのノウメアマダガスカル北部の

ノシベおよびアフリカ西岸のアビジャンにそれぞれ海

洋研究所がある.マダガスカルでは水深1,500m以

浅の海底地形調査と表層堆積物の採取を行たい10万分

の王海底地形表層堆積図を作成している.

2.大学その他

従来より海洋地質研究に実績があるのはパリ大学

ボルドｰ大学ナント大学レンヌ大学などであるが

ここではとくに活動が活発な前3者について言及しよう.

写真⑥バリ大学ヴ〃レプランシュ灘洋研究所手前ぴ棚媛を憾物が海

a.パリ大学

バリ大学で海洋地質活動を行なっているのはバリ

ヴィルフランシュトノンの3堆積学･海洋地質研究所

である.

i)地質地理研究所(LaboratoiredeGeo1ogie

dynamiqueetdeGeogrζphiephys三que)

パリにあって他の2研究所に対して総括的た立場に

ある研究所でL.GLANG眺UD教授以下約30名の研究者

が海底･湖底堆積物の研究を行なっている血他の2

研究所からもたらされる積堆物はここで処理される.

ii)ヴィルフランシュ海洋研究所(S蹴三0星ま

㏄る搬･g岬hiq･･d･yi11･f･…hε鮒漉･)

地中海沿捧二一スの東に接した風光明眉な小港を根拠

地としている･同研究所には生物海洋物理地質の

3部門があり地質部門(CentredeRecherchesgξ0･

dynamique§)は部長のC･駒胴滋博士を含む8名の

研究者から在っている一このたかには数年前菜目し

バチスカｰフでR本海溝に潜航したG･B･BE皿AIc醐博

士がいる5}.この研究所は地中海の大陸斜面から深海

底にかけての地質堆積物の研究を行なっているが7)16〕

とくに堆積物の古磁気研究三皇)15)を特色としている苗ま

たC.N,E.X｡αの大陸棚調査計画の一環として地中海

沿棒大陸棚の表層堆積物調査を実施している圭

海底調査は政府所属のカトリｰヌ“一レンス号

(128トン)ともう1隻の小型ボｰトによって行政われ

る.物理探査は側線間隔2～3マイルを原則とし｣

主として容量の異なった各種エア1ガンを使用した反

射法でありスパｰカｰを使用していない｡また極浅

海の表層堆積物の構造解析に5畑Zの低周波プレシジ

ョンソナｰを健周している山この研究所は調査研究

写真②地中海沿搾のシペック'グラッによる擦…聯周癒(ヴィルフラン

シュ海洋ηD�
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蟻

ばかりでなく他の大学の学生政府研究機関の研究者

および海外からの海洋地質研修者を受け入れ海洋地質

の実習もあわせて行なっている･

ii三)トノン地質研究所(Centre(leRecherches

�潤���略猨�周潮潮弱�����

ジュネｰブの東レマン湖畔に位置しP亙.OLm博

士を含む17名の研究者･技術者がレマン湖(水深159～

310m)の水質変化と堆積物の運搬･堆積過程を研究して

いる.同研究所の特色は1958年以来の湖水のトリチ

ュウム含有量の暦年変化の研究と水層構造の研究にあ

1)これらは湖水汚染問題に関する重要な基礎資料と

なる岬魯3｡水と堆積物の採取は研究所の有する長さ

10肌の小型ボｰトおよび柱状採泥器を搭載したポンツ

ｰンで行なわれている.

レマン湖の研究に関してスイスのジュネｰブ大学地質学教室

でも同湖の成因および堆積物の研究を行なっている.担当

のVERN皿丁博士の説によるとレマン湖は氷蝕湖ではたくて構

造湖ということである.湖底堆積物の採取には柱状採泥器

(1m長)を用い採取間隔は1km全湖底について1,000-1紅の

採取が予定されてお夢調査の俄船契約は1地点につきいく

らといった請負制である.

倫.ボルドｰ大学理学部アキテｰヌ盆地地質研究所

(夏鵬砒utdeGる｡1ogi6dじ遭ass三nd'Aquitaine

de至琶y&cult6〔lesSciencesdeBordeaux)

1同大学はフランス南西部ガロンヌ河下流の都市ボ

ノバｰの郊外にある｡研究所には地球物理1堆積･

地化学1古生物毎地形の諸グノレｰプがありそれぞれの

分野ですぐれた研究を行なっているがこれらカミｰ体と

たってビスケイ湾および同湾のケｰプ帯ブレトン海底

峡谷の調査研究を実施してきたのは海底地質調査の一

典型をみるようた感じである8〕.

地球物理グノレｰプは19(56年に地中海

沿樺のモンペリエの研究所からここへ移

転してきた｡M収A0U蟻教授以下6名

のスタッフから欣りスバｰカｰによる

ビスケイ湾の地震探査フレクソティル

による大陸斜面および深海底の反裁法お

よび屈折法地震探査を実施している竃…三｡

これらの調査の一成果としてビスケイ

湾深海グ)海山で三畳紀と考えられる

いくつかの岩塩ドｰムを発見したへ

堆積グノレｰプ(砒鵬鵬1肌教授以下6

名の研究者)は地化学グルｰプ(L柵｡ひ

｡醐教授はか研究者6名)と協同して

ビスケイ湾およびジ買ンド入江の堆積学的･地化学的桝

究を実施してきた聰刈.古生物グルｰプはMo珊s教

授以下ユ0名の有孔虫･甲殻虫･軟体動物の研究者で構

成されビスヶイ湾の有孔虫･オストラコｰドの凝集分

析を行なって凝集と底質との関係古地理たどを明ら

かにしている.研究の成果として同湾の大陸斜面に

大西洋とは異なった水塊が存在しこれに地中海型動物

灘が分布することが発見された一岳〕.

海底地形グノレｰプはPRm'亘0MME教授を含めわず

か2名であるが大陸斜面の海底地形の解析にすぐれた

方法を開発して海底地形異常図･浸食面図1海底構造

図の作成をこころみている州.

c.ナント大学理学部地質学教室(Labo揃｡irede

G6o1ogieMarinede1aFacuItる(玉esSc至ences,

���敲�琶�����

同教室の応用海洋地質講座の開設は1964年で比較的

新しいがその活動にはみるべきものがありロワｰノレ

河口の泥平坦面の堆積物調査研究や港湾ドレッジの研

究放とに大きな成果をあげてきている.この成果は

講座主任で10年前海洋学研修に来日したことがあるF.

OTTli州N教授のカに負うところが大きい･研究スタッ

フは6名であり河川の調査には2隻の小ボｰトほか

同教授考案の移動式ポンツｰン薯垂)を使用して堆積物を採

取しまた低周波スパｰカｰによる物理探査を行たって

いる童1)12〕.

海洋機器メｰカｰC-O･M･E･X･杜ζユ㌧二

海洋地質の調査研究を行次っている機関では匁いが

海中居住･潜水技術に関して独自の開発を進めている

企業C二〇.M.廻.X.(コメックス)社の活動を簡単に紹介す

る｡同社はマルセｰユの東部にあって従業員約200

写真⑧娯ンツｰ以二よ蕩漠ジｰ刈酬差織物識癒(ナ:ノド大学)�
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城はフランス政府機側･llおも愈海洋､1品け鮒

船乞
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コリオリ
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カトリｰヌ･1｣しシス

(Catherine-L晶urence)

｡く'レガ

(Belug割)

一'■レ･く'レ

(Terel〕e1)

71コｰレンス

�����

カリプソ

(C日iypso)

;.l1品i長11｣い1

､2,200t

�ぴ
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37.5nユ

㈵�

㈴��

㈲�
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〃

O.R.S.T.O.M､

〃

��刮�

�刮��

王.F.P.

〃

…ツ巧シス訂唾言''1`三

C刮m算agneS

船:磁

嘉総介柳幸手1湖.令船

沌洋洲ゴi船

〃

〃

虫広4句1湘命兜吟

海底サンゾリレ

グ船

→句士装身i}

海洋1湖ゴ土船

行動紺囲そσ)他

金海洋航続柵雛12･000マイル

娘人'速度15kt

太･一1洋航続舳雛7･000㍗イル

撮.大連.度12.5kt

アフリカ

インド洋

東アフリ

カ

地1･1'I盗

沿搾

人1叫洋

｣四^11湖f

人州T1

玉山111汕正

大1』鮒

地1111海艇継距離5,00打イル

紅海

洋)海底｣'山質蜆舳1にもf1川されている!;蜘､榊で1独徽呵メく舳1幌葉務水j鰍係の.洲.企船をのぞく.

文'1紙1).支り〃之1…f二.

杏に実績があるものある

いはその能力がある船は

第1表に示すように沿

棒用数1(〕トンのものから

2,000トン級の遠洋の船ま

で9隻･数えられるがさら

に石油企業関係の物探船7

隻がある.

名の小規膜なメｰカｰであるが海;去1帰依や潜7柱{支術σ)

開発に関しては111二外σ)トップレベルに渉)る.1,21)o

m川の潜水シミュレｰタｰや大型尖験水槽を有し若手

の郷:究者を=集めて新鋭機掛･装置の開発を千予か､〕ており

昨年§月には人間が水深251)mの海底で71ヨ間11三1

4時糊仕事をする海底閉主実験に成功した.現在は

(ジCの冷水における水中暦住計画にとりかかっている.

㈲社二は以､})技術ばかりでなく水中テレビを含む各種

海洋機器や海底試錐機の開発をも手がけている｡

IV調査船

フランス政府所1.伽つ海洋謝査船で過去に海底地質調

かれ物塊･化学曲水理由生物･地質の実験室があり

員定:数は船･長以下クルｰ48名

メｰトル用ウインチを内蔵し

一ンを後甲板に装備する｡物理探査のために

テずル地震探査機措ブり㌧磁力計

波極浅海用ベネトレｰダ㎞サぞド･スキャンソナｰなど

を装備している.同船は海底地質調査概究に佼周され

る機会がおおく1966年から王9(う9年差で大爾洋担地中海で

ユ(撤回の地質調査に従事しい1970年には11航海地･質調

査地球物理探査を行なっている.フランスには同船の

ようだ全海洋総合調査船はほかにないが醐至年に海.軍

σ)新調査船(2,00(〕トン級)が竣工するはずである､

シヤン古シヤ'レ=蔓舳号

(]･･1〕Ch･…重コ2圭200トン)

はC.N,E.X.O.に所属し

互965年に建造'費2宰/服1万フ

ラン(糸勺王;二至{意円)で童菱工し

たフランスの代表的総合

調査船である.航続距離

は1万2千マイノレドｰラ

ンおよびデッカ航法外洋

ではサテライト航法を行な

う自船体内部は6層にわ

乗

研究者22名である.1万

12トンと3トンの油圧.クレ

フレクソ

船上重力計低周

巧=1貞=⑨C.O,M.E.X.臼二げj:兵駁憾､淡球状地殻は冷メ(雌塊シミニ｡レ_クｰ

｣｣纏

韓耀難

船欝議

欝

線

写真⑩氷洋1,200m川の林水シミュレｰタｰ(C.O.M.E.X､杜)�
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いっぽう沿岸の海底地質調査には100～20(〕トンく

らいの小型調査船がしごく便利である.1例をあげる

と科学研究国立センタｰC.N-R.S｡所属でバリ大学

ヴィノレフランシュ海洋研究所が使用しているカトリｰヌ

･ロｰレンス号はわずか!30トン乗員定数14名(研

究者7名)であるが4,(〕OOメｰトル用採泥ウインチ2

基をもちまたエア･ガンを装備して地中海の深海底

の地質調査を行たうことが可能である.小船のため

船内に実験設備はほとんどないが軽快で能率的な採取

作業ができる.

海底試料サンプリング専門の船としてはI.F.P.1のテ

レベル号(丁薮蛇bd,600トン)がある蜥｡これは19(う4

年に海軍の船を改造したもので2個のハウスラスタを

有し自動的に船位を保持しつつ波高4mの海況下で

も海底の岩盤掘さくを行たうことができる｡広い前

甲板にはフレクソドリノレ用のホｰスドラムとリｰル部

コント凛一ル部二重屈伸アｰムをもつハンドル･クレ

ｰンを装備するなど実に能率的にでき'た船である.

V調査技術と機器

ここではフランスではごく普通に席し･られて㌧･るが

わが国では比較的なじみがうすい技術や機探を中心に紹

介する｡

竪曲物探技術

地震探査の音源には調査帥勺や海城によってスパ

ｰカｰブｰマェァ･ガンおよびフLクソテfルが

使いわけられているがプよかでもフレクソテ寸ルはフ

ランスの地震探査の一特色となりていイ1｡

フレクソ子イ,レ(F一餐XOt…r)2η28〕は玉一F一孔が開発

した強力な音源で5(〕～1009ク)火薬を小孔グ池いた小

鉄球内に装填し水深10～15nユのところで爆発させる

方法である.鉄球の小孔が爆発σ)際生ずる気泡の振

動を減衰させるので明瞭な受信.記録を得る:二とができ

る.また少ない火薬撮で従来の爆破法(火薬最1(〕

～251唱)に匹敵するエネ1レギｰを得られしか晃,湖中の

亭㌻ニ

ナ劣㍗1･帝紅一

第3殿ジ帝ン苗シャルコｰ唇資料C.N.E.X.O.挑供

㌶王達図テレベ刈刈跨遊資1;1･:文献26)

塚爽荻C,N､逐.X.O.篶ジ･1一二･シ三りレニｰ一一事多(2.2001㌔二)

蝋嚢嚢驚

=ゲ真;王名互.F.P､篶･1トンゾリニダ鰍箏し･ベル=葦}(60む1�
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生物に被害を与えたいこと船の速度を落すことなく

一時間に300回の発信ができることなどの利点がある.

軽フレクソテイルとよばれるHC301型音源は鉄球

を使用し放いが水中で発生した気泡の雑音は船上の

ディジタル方式で記録されたデｰタの電算機処理で除去

される.フレクソテｰイノレ･システムには簡単で高感

度のハイドロフォンや互且P.地震ストリｰマｰが使用さ

れている.

最近新しい音源としてフレキシショック(Flexlchoc)

がI･F･P･で開発された.これは径1､確m厚さ1.Om

の皿を二枚あわせたような容器であり容器内の空気の

増減と水圧との関係を利用して衝撃波を発生させる装

置である｡船上からホｰスで水深12～15剛こ曳航した

容器内一に2秒で空気を送り8秒で空気を抜く操作を

くりか乏すと容器はエO秒ごとに安定した低周波の音波

を発信する｡この方法であると高電圧や大き次空気

圧を必要とせず簡便かつ安全である｡この開発はご

く最近であり昨年11月にマルセｰユ港外で実験に成功

し実用化のみこみがついた.

いっぽう水深50m以浅の海底の表層堆積物の構造

をくわしく調査するためには解析カのよい低周波(5

kHz)のペネトレｰタｰ(またはプレシジョン･ソ

ナｰ)が使用されている.

海底面の構造をしらべるサイド･スキャンソナｰ

(またはサイド･ノレッキングソナｰわが国ではボトム･

ソナｰ)は英国でも活用されているが亙.F.P一夢)SOL

1O(理(放射レンジ互亭50075037腕の二㍍◆シビ_

ム垂直角10蘂水平角2｡周波数燃.駄｡/蹴トランス

デュｰサｰの長さ4.3m)は解析力がきわめてよいソ

ナｰである29〕.このソナｰの記録器はスキャンソナ

ｰの海底面記録と地震探査による海底断面記録が同時に

併列して記録できるようになっているので(写真18)

1時間の調査で10平方マイルの海底の水平1垂直両方向

の構造を一緒に知ることができる白写真五9は船速1

船内の変化を補正しサイド･スキャンソナｰの記録を

つづりあわせて作成した海底面のみごとな構造“写真"

である､これをみてもこの技術が今後の海底調査に

いかに威力を発揮するかわかるであろう.

総紬榊肋い一ヌリｰレンス号(ヴ青ノけ号ンンノ雌章苧研

術野)

写真⑭亙｡承.戸.茅)物深船フ漠一レンス号(醐1◆)

努輿轡フレクソテチルθ)般ノ㌧作業(I.F.P.)

九クηイル多水薬蛾旗する鉄球(汽いシャ〃卜制1i陳)�
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第5図I.F.P.の海底サンプリング方式資料:文献31)による写真⑫趣浅擁遼調査溺剛蟹周波ぺ利ψ

他.サンプりシグ技術

表層堆積物採取31)･:海底堆積物の'採取に最も

普通に使用されている簡便た機器は英国の場合と同じ

ようにシペック･グラブと重力ゴアラｰであってとく

に目新しいものではない.しかし浅海では必要に

応じて至.KP･で開発された大口径海底バイブロ･ド

ライバｰ(重量2,2～進.Oトン)が使用されている.

これは径33c㎜のバイブロコアラｰで水深200皿以浅

の海底から堆積物の構造を乱さずに30m長のコアをと

ることができるのでC.N.E.X-O.ほしめ港湾局その他で

使用されている.

海底岩石コア採取31):海底の岩盤から岩石コ

一膏一飯パ･ランｰスデュｰ舜一(バ

リ大ヴイルフランシュ海浄…棚:)

アを採取する技術は大いに進んでいる｡この技術で

代表的なのはI.F.P.で開発されたフレクソドいレェ

レクトロ･コアドリルおよびC.O.M.EX杜の海底掘さ

く機である.

フレクソドリル(Feixo(iri11)は船上から海底へ

長さ1,000mのフレキシブルホｰスで連結され水深800

mの海底で表層堆積物下の岩盤から径89mm一長さ6

mの岩石コアを採取する能力がある｡この掘さく機の

特徴はロッドのかわりにフレキシブル･ホｰスを

使用していることである語2〕･す恋わち従来の掘さく

機のように海底が深くなるにつれて㍗バをつぎ足し

ていく必要がなくたんにドラムにまいたホｰスを延ば

写真⑱I.F.P.のサイドスキヤンソづ'岬と地驚

探査の同11寺記録装置(I.F,P.)提供

養止

鍬奴透簑聡

愛､､簑η写獅郷蜘､鋤薯

亡闘芒鋤百ヨ帥妻篭苫L仙≡地引...､..j..卿札,..､

写真鰯サイドスキャンソナｰ仰己録を編集して作成した海蜘耐)楴造をしめす背波“写真"(m･P･)

姜場葦

毒40

毛39

…38
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秒墳:轡

レｰザｰを刷いて構造蜘[句をしらべるオプテfカル･フイ'レ孕一(I.P.F.挑供)

すだけでよいのできわめて能率的でありしかも原理

的にはホｰスの長さが十分であればいくら深くても

捌さくできるという利点をもつ.ホｰス(外径6イン

チ内径3.5～4インチ)は多属構造をなし層内部に動

力線や掘さく制御用のコンダクタｰを内蔵している.

掘,さくは場合によって電気ドリルが使用されたり噴.

流式ドリルが使われたりする.

エ1ノクトロ･コアダリル(Ele6trc-co蛇(lri{)は

海底に置かれた掘さく装置が船上からの遠隔操作で作

動するシステムである.2通りの型があってそのひ

とつのECSM2型は厚さ30膿の海底表層堆積物をI貫

通して下の岩盤から長さ1･n径3c㎜の岩石コアを採

取する能力がある.船上からサスペンション･ケｰブ

･レと電気ケｰブルで結ばれた三角形のフレｰムに長さ

30mのフレキシブル･･ホｰス

用のドラムがあ1ラホｰスの

先端に径15㎝1の電気ドリル

と長さ1･nのコア管がついて

いる.海水の循環はフレ

ｰムにとりつけられた電気ポ

ンプでおこなわれる.船上

には掘さく装置の制御盤があ

って海底における装置の位

置決定掘さく深度のコント

ロｰル等を行なりている.

重量は掘さく部6トンケｰ

プノレ･ドラム5.5トンフレ

ｰム1.8トンである.い･一･

ぼうP一⊆5M葦型は海底に

表層堆積物がたい場合長さ6m径10cInの岩石コアを

採取するように設計されている｡これは電気ロｰタリ

ｰテｰブルで掘さくする方式でテｰブルは三一角錐のフ

レｰムにとりつけられたガｰドレｰルにそって上下する.

循環水はフレｰムの頂部にある電気ポンプによって得

られる,装置全体の重量は41㌔ン高さは7.2nユであ

る.以上は船上より遠隔操作で行プよわれる海底掘さ

く装置であってわが国の鉱研式“マりン1ごリル"と

同じや菱〕かたである.

いっぽうCC,M.E.X.杜が2年前に開発した海底試

錐機COM亙Q㎜P(重量1.3トン高さ遵.批二重掘さ

く管式)33〕は3人の潜水音によって海底で操作され

るタイプである､人間が海底で働くので稼動水深は

40m以浅と限度があるが直接入間が操作するために

故障が少たくまた海底状況の如何にかかわらず必要

撃､

､幣艦'

lIア真⑳ヴレキシブル･水一μ咳鮒緯透写真⑳パイカいドライバｰ

(互.野.夢.)

=寮路箪'エレク1㌔繊･コで1ご珪わレ£CSM2型(LF,P.)�



一31一

があれば海底下句メｰトルでも掘さくできコア管の径

も36㎜狐から蜘鵬まで自由に交換できる.動力源は

陸上または船上に置かれたディｰゼノレエンジンで操作

盤は海底掘さく靭ことりつけてある.現在フランス.

イタリア沿濠各地の浅海で活用されている.

6.採難物の処理法

堆積物コア処理:イギリスでは堆積物のコ

ア管の材料に透明なプラスチックを使用しているがフ

ランスのコア管は不透明なプラスチック材料である.

後者の場合管内の堆積物の保存にはよいが内部を外

から直接観察することができぬ不便さがある｡このた

めフランスで弦比較的低電圧(80～100kV)のX線

を照射して鴛ア管内部の堆積物の性質や構造をしらべ

たり36)コア管にバリウム133のガンマ線をあてて堆

積物の密度測定を行なっている35〕.このようた方法は

コアのまま堆積物を保存し牟りあるいは堆積物の古

磁気測定用として管を輪切りにして使用したりするた

どの場合にぼ必要な技術である.

次の段階でコア管の長軸に沿って管を縦に切断し

た場合は堆積物を管から抽出するまえに接着剤を塗

布したガｰゼ様の細長い布を管の切断面にあてしばら

くおいてはがすと布に堆積物ときには貝殻まさが付

着してそのまま堆積層の柱状断面がとれる｡この断

面についてくわしい層相堆積構造等の観察を行なった

のち布を保存する.その後各種分析のための試料を

数な服おきにコアから抽出する.

以上のように1本のコアから多くの異なった種類の

情報をとりだすことは堆積物コア採取に要したコスト

がそれだけ経済的に次ることを意味している｡

分析その他:粒度分析装置については40μ以

上の粒度の分析ばは目新しいものは汰い･しかしそ

れ以下の粒度に対しではB.R.G.M｡ゼはクルタｰ･

カウンタｰ(モデルA)を使用している37).こ｡れは

水に懸濁した泥の粒子数を粒径別に計数する測器であ｡

り長時間を要する泥の粒度分析をき年め下矩崎間

(1秒に6,000粒子計数)で行たうことができる.そ

の他分析には螢光X線分析装置分党分析装置電子

顕微鏡などわが国の研究所でも普通にみかげるものが

使用されている､

分板デｰタの電算機処理はまだはじまったばかりで

あるか研究所に電算機の有無にかかわらず研究者の

この方面への意欲はさかんであり分析デｰタ解析のた

めのプログラミングが各研究所で試みられている.

試料処理に関連してまず目につくのはいずれの研

究所でも実験室がよく整備されフルに使用されてい

ることである.とくにB.R,GM｡の実験部は第3図

の組織からもうかがえるように化学･鉱物1同位元素

讐ほとんどあらゆる実験装置を集中的に整備し各専門

の研究者1技術者をそろえている｡実験設備が整備さ

れかつ効率的に動いているかどうかということは採

取試料の大量処理を必要とする海洋地質調査研究にとっ

てきわめて重要なことであり調査研究の成果の可否

は迅速かつ多角的に試料を処理し得る実験室を有する

かどうかにかかっているといっても過言ではないだろう.

まとめ

これまでざっと英仏両国の海洋地質調査研究の現状

をみてきたが英国で行なわれている着実改組織的な大

陸棚調査のやり方フランスのざん新で効果的な技術

写真⑳エレクト日･=1アドリル笹CSM§

型(I.F.P､)

写真⑳海底試錐鱒COMEQUI遭(C､○.泌.猛.X.祉

提蝶)

浮輿働コアのx糠撮影装衝(ナント大学)�
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錦6図.B.夏昔G.M.の実験糊の粗織(1970年)
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などわが国でも学ぶべき点がいくつかみうけられる.

その放かで最も重要と思われるのは海洋地質調査研究

に対する体制の整備であろう.陸域の地質調査研究と

は比較にならぬほど莫大荏費用1機材1人材を要する海

洋の仕事には国として官･字1氏の研究所をあわせた

総合的1効率的た体制が必要であろう.英国のX且R.

.α鎚)フランスのCN.E.X.O.だと国情の違いはあっ

てもそれぞれひとつにまとまった体制になりつつある

とみてさしつかえあるまい.

海洋地質調査に必要な地質専門の調査船を増やすこと

は是非とも必要であるが同時にこれらの調査船を如

何に効率よく運用するかということもまた重要な問題

である.調査船を海洋地質調査研究に欠くことので

き放い爾輸のひとつとみたす愈らばもうひとつは実験

室と情報処理室であろう昔残念ながら奉者が知るわが

写糞⑳賞ア内部の堆積構造の

x線写真(ナント大学)

国の地質関係研究所の実験室や資料1情報室は整備面

と効果的利用面において英国やフランスのそれに遠く

およばたい､

いくら立派な船や実験室があっても研究者･技術者

カミいたくては何もでき恋い｡海洋地質が比較的新しい

分野でしかも世界的にみてもこ手数年来にわかに

調査研究が活発になったことは英国でもフランスでも

海洋を知らない地質屋を海洋地質の仕事に駆簑出すとい

う現象をもたらした｡現在両国の海洋地質調査にた

ずさわっている研究者の多くはかつて海洋には関係

のたい方面で活躍してきた人びとである｡ζの辺の

事庸は.わが国もまったく同じである.しかし英仏

両国とも海洋地質講座や研究所をもつ大学がわが国よ

りも若干多くそこで学んだ新鋭の研究者が各地の研

究機関につぎつぎと入りつつあるのが現状である､わ

写真⑬ア鱗堆薇物猪漢測定鞍隊(ナント大学)

萎､繊

塚薄簿粒漢:分炉集障“クルクｰカクンタｰ洲

嚢�
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が国でも海洋地質の人材の養成には

たら次いだろう.
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